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大判イメージセンサーによる高感度・高画質と、
優れたコストパフォーマンスを両立。
有償アップグレードで4Kにも対応する
HDスタジオカメラシステムを開発

品名 HDスタジオカメラ カメラコントロールユニット（CCU） リモートオペレーションパネル（ROP）

品番 AK-HC3900［多治見コネクターモデル］
AK-HC3900S［LEMOコネクターモデル］

AK-HCU250［多治見コネクターモデル］
AK-HCU250S［LEMOコネクターモデル］

AK-HRP250GJ

発売時期 2020年秋発売予定

パナソニック株式会社は、高感度で高画質な映像撮影が可能な放送業務用カメラ、HDスタジオカメラAK-HC3900/HC3900Sを開発しまし

た。2020年秋の発売を予定しています。

AK-HC3900/HC3900Sは、大判CMOSイメージセンサーを搭載し、F10（2000 lx）の高感度とS/N 62 dBの低ノイズを実現（ハイセンスモード

時） 。1080/59.94pや59.94i、23.98PsFなどマルチフォーマットに対応し、さらに有償の4Kアップグレードにより水平解像度2000TV本の

Native 4K映像を出力することも可能です。

また、カメラコントロールユニット（CCU）AK-HCU250/HCU250Sや、リモートオペレーションパネル（ROP）AK-HRP250GJも同時に開発し、

トータルシステムとしての運用性を追求。カメラとCCU間は長距離光伝送が可能で、CCUとROP間はシリアル接続の他、IP接続にも対応しま

す。4Kアップグレード時には12G-SDI出力※1や3G-SDI Quad Link出力※1も可能となり、高い運用性を実現しながらコストパフォーマンスに

優れたシステムを構築できます。
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スタジオ撮影はもちろん、スポーツやライブイベントなど、運用性や操作性が求められる様々な用途に柔軟に対応するスタジオカメラが、高品

位な映像制作に貢献します。

＜主な特長＞

1.大判イメージセンサーを搭載し、高解像度・高感度・低ノイズを実現

2.自動色収差補正機能（CAC） 、スキュー低減機能、DRS（ダイナミックレンジストレッチャー）
機能を搭載

3. HDR（ハイダイナミックレンジ） 、広色域ITU-R BT.2020に対応※2

4. 4Kアップグレード（有償）に対応

※1：カメラコントロールユニット（CCU）AK-HCU250/HCU250S接続時。

※2：4Kへのアップグレード（有償）が必要です。

【お問い合わせ先】

パナソニック株式会社コネクティッドソリューションズ社 メディアエンターテインメント事業部

プロAV商品企画部マーケットコミュニケーション課

TEL：06-6905-4640（直通）

以上

プレスリリースの内容は発表時のものです。
商品の販売終了や、組織の変更等により、最新の情報と異なる場合がありますのでご了承ください。
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